
発行所 ： 中嶋よしゆき後援会 TEL(0566)24-8831 FAX(0566)24-1675

令和２年度決算報告
【１】一般会計 歳入歳出決算状況 【２】 歳入の内訳

【４】財政分析の主要３指標

酷暑と豪雨の夏も終わり、秋季とてもさわやかな過ごしやすい季節となりました。東京オリンピック・パラリンピック
２０２０は、感染対策をしながら無事終了しました。コロナ禍の開催は賛否が問われましたが、野球、ソフトボール、
バスケットボール、レスリングなど数えればキリが無いほどの感動と元気を与えてくれました。パラリンピックの鈴木
選手は、１００M自由形S4ランクの機能障害に出場して金メダルを獲得。片腕と両足を欠損しているのですが、力強
い泳ぎ、最後の２０Ｍでの大逆転。あきらめない強い気持ちが、最高の結果に結びつき胸が熱くなりました。

【歳入】コロナ給付金（１０万円／人）の国庫支出金 約１７６億円の歳入増、商工業振興費（県費） 約４．５億円の増など
【歳出】特別定額給付金（約１６０億円）、子育て臨時給付金（約１０億円）、中小企業持続化支援（約4億円）、

感染症対策協力金（約３．９億円）、プレミアム商品券補助（約１．９億円）などの新型コロナ対策費が主な増加要因
である。全１２回の補正予算を追加しながら、７２事業で総額約１９１億円のコロナ対策を実施

さて９月議会では、令和２年度の決算をメインに審査しました。ワクチン接種が進みつつあるものの、未だ収束が
見えないコロナ感染症対策、全国の豪雨災害や千葉県八街市の飲酒による児童5人が死傷する交通事故を受けた
安全対策など、行政課題は数多くあります。厳しい経済状況の中でも刈谷市は健全財政を維持しています。今後も
市民の皆様に安全安心を感じて頂けるよう、そして持続的に成長できる政策を市政に訴えていきます。

ごあいさつ

歳入

８３５億円
歳出

７５１億円

後援会だより Ｖｏｌ．４４ 発行日：令和３年１０月吉日

□常任委員会 ： 企画総務委員会 都市計画審議会委員

（単位 億円）R2年 R１年

市 税 363 363
繰 越 繰 入 95 61
使 用 料 等 18 19
そ の 他 23 25

市 債 14 14

国 庫 支 出 金 236 60

県 支 出 金 33 29
地 方 消 費 税 37 31
地 方 譲 与 税 4 4
（ 自 ） 取 得 税 2 2
そ の 他 10 10

835 618
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合計

R2年 R１年

個 人 市 民 税 126 126
法 人 市 民 税 32 34
固 定 資 産 税 163 160
軽 自 動 車 税 3 3
市 た ば こ 税 10 11

都 市 計 画 税 29 29
合計 363 363

【３】 歳入歳出の所見

－市税の内訳－
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総務費
２２６億円

２４２%増

商工費
３２億円
３８．３%増

衛生費
５４億円
１．８%増

教育費
９０億円

７．８%減

土木費
１０１億円

４%減
民生費

２１６億円

１５．９%増

議会費
４億円

１０．８%減

消防費
１７億円
０．３%増

公債費
１２億円
４．９%増

市民税など
３６３億円

０．１%減
国・県
支出金

３２２億円

１３６．５%増

分担・
負担金など
１１３億円
４２%増

給食費などの
諸収入
２３億円
８．１%減

市債
１４億円
０．６%減

①財政力指数（財政上の能力） ②実質公債費比率（市の借金の負担） ③経常収支比率（財政構造の弾力性）

上段：費目
中段：金額
下段：前年比
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‘86/3 愛知大学卒業 同4月アイシン精機入社

‘11/7 初当選 ‘19/6 三期目当選

企画総務委員会

くらしの相談新型コロナ関連情報

【１】刈谷市民のワクチン接種率
(9/24現在 接種対象者 136,890人）

補正額合計 ： １，１１９，８８６千円
９月議会報告（一般会計補正予算）

【歳入】個人市民税 4.1億円、コロナワクチン接種対策費負担金 2億円 等
【歳出】税外収入禍年度分還付 4億円 新型コロナワクチン接種 2.1億円 市道02-5号新設改良 5.4億円 等

① 医療連携 地域医療連携ネットワーク構築など ◎ 紹介診療、検査予約などの推進

② 公共施設の相互利用 図書館、火葬場など 〇 登録者の増加

③ 特別支援学校の設置 刈総との医療的ケア連携など ◎ 必要者の入校可、刈総との医療連携構築

④ 公共交通の広域利用 行政バスの相互乗り入れ △ ３駅２施設の共同乗り入れなど

⑤ 広域観光事業推進 観光PR、連携イベントなど △ 新型コロナ感染症のため、中止事業多数

⑥ 幹線道路の整備促進 名古屋三河道路推進協議会設置など 〇 継続協議がなされ、要望会を実施

⑦ 圏域マネジメント 職員の合同研修など 〇 研修の開始など

評価実施項目

【１】第２次衣浦定住自立圏共生ビジョンについて（平成２３年度～令和２年度の評価と令和３年～令和７年度の取組み）

【２】所管事務の質疑

第２次　新規取組み

地域活動支援センター相互利用

医療的ケア児童支援体制連携

在宅医療・介護連携推進

子育て支援センター相互利用

博物館入館促進

共同調達の推進

【１】交通安全対策について
本年６月に発生した、千葉県八街市の児童５人の死傷事故を
受けて文科省より通学路の安全対策する通達がされた

【２】行政のＩＣＴ化事業全般について
自治体ＤＸの推進により、行政手続き等のシステムの標準化
やオンライン化を促進し、市民サービスの向上が必要

Q.通学路は最優先であるが、子供を巻き込む事故の要因は
様々であり、一律の対策では片手落ちと思う。地域全体を
見据えた対策が必要と考えるが市の所見は？

A.通学路の合同点検の継続と、地域の要望を把握しながら
警察と連携し事故を抑制してきた。さらに事故の情報分析
などを充実し、効果的な対策を推進する

Q.成果報告書にアウトプットの評価軸が無く課題と考えるが？

A.システム利用者側の評価（効果）を加える検討をする

Q.どういった人材をどのくらい育成する等、人材育成の評価
軸が無い。将来を見据えた人材育成が重要では？

A.人材育成に関する指標を含め、事業の適正評価ができる
項目を設定する。また、職員のDXの意識向上することで
市民サービスの価値を高めていく
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接種済 未接種 【３】新生活様式に向けた追加
対策を１０点要望（9/24)

①公共施設トイレの感染症対策
②受験生のワクチン接種促進
③予約無しの接種場所の確保
④幼保の対策支援員の配置 など

【２】重症化リスクの高い
妊婦等の優先接種開始

場所：刈谷市役所
日程：１回目 10/10（日）

２回目 10/31（日）

改善前 改善後

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０～６４ ６５以上

42.86 41.46 46.72 57.78 71.13 79.42 91.18

(参考）愛知県年代別接種率(9/21現在）

補正の主な事業名 内容等 （千円）

・刈谷ハイウェイオアシスプロジェクションマッピング（2,3月）

・刈谷駅北口周辺イルミネーション（12～2月）

（日程は計画であり、感染状況によっては延期・中止あり）

② 感染管理認定看護師派遣(新規） ・障害福祉事業等で感染者発生時に派遣 150
・H18/4/2～H21/4/1　生まれの中学生（1,000円/回×1回分）

・H21/4/2～R/3/6/30　生まれの生後６か月～小学生
　　（1,000円/回×2回分）

④ 交通安全対策（拡充） ・通学路の安全対策   グリーンベルト、路面注意喚起等 16,000
⑤ 申告受付予約システム導入（新規） ・庁舎での確定申告受付に予約制を導入 1,407

① 刈谷の魅力発信(拡充） 78,000

③ 23,487
インフルエンザ予防接種臨時助成
(拡充）

【質疑】
Q.電源は自然エネルギーを

利用する等の環境に配慮
しているのか

A.そのアイデアはなかった。
委託する際に、検討する

【要望】明かりが近隣を通行
する車の妨げとならない様に
注意する事

【質疑】
Q.確定申告は、会場が相談者で密になるため良い取組み。システム以外の支援は？
A.３名の職員を配置し、電話予約専用のコールセンターを整備する

【要望】
・システム接続できない等を回避
・運用を知らず来庁された方に配慮

【内容】
環境と安全の両面で
板倉公園の除草をし
て欲しい

【対応】
除草時期を少し早めて実
施しました。

併せて広場の水たまりを
解消するよう依頼


